
農村地域防災減災事業
〜 蛭沢ため池の改修事例 〜
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事業の経緯
• 平成２０年の地震点検で堤体法尻から漏⽔が確認されたため、
調査したところ堤体左岸部からの漏⽔が推測された。

• 安全性を確保するため平成２６年度から農村地域防災減災事業
（ため池整備）で対策工事を⾏っている。

• カーテングラウト工法で漏⽔を防⽌し、令和２年度からは貯⽔
率１００％で運用している。

蛭沢ため池の諸元
堤 高 ２３．５ｍ
堤 ⻑ １９０．０ｍ

貯⽔量 ２，０７５千㎥
受益農地 １，０５１ｈａ
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漏⽔箇所を特定

漏水箇所

対策工法を決定
漏⽔原因の地中の⻲裂を埋めるセメント
ミルクを注入（カーテングラウト工法）

平面図

断面図

（上流から下流
側をみた図）

⻘⾊と赤⾊の
地中にセメント
ミルクを注入
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工事の実施状況
①注入孔の削孔 ②パッカーセット ③透⽔試験

④セメント
ミルク注入

⑤グラウト
孔充填
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事業の効果
• 平成３０年までは安全
確保のため満⽔にせず
低い⽔位を維持

• 令和元年から満⽔にし
て農業用⽔を安定供給

• 令和２年７⽉末の豪⾬
時には、上流域の⾬⽔
をため池で受け⽌め、
下流域の被害を軽減
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